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　平成28年熊本地震に見舞われた園舎は、北側から南側へ地割れで亀裂が走り全壊となりました。被害に遭った園児の心を明るくす
るために建て替えのコンセプトは、日ざしがどこからでも入り、木のぬくもりのある園舎でした。令和元年７月19日に竣工式を迎え、
園舎と外部との出入りにストレスのない環境となり、園児にとり心地よい育成の場となりました。

写真提供：学校法人　玉虫学園（熊本県上益城郡）
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年
頭
に
あ
た
り
あ
ら
た
め
て
建
学
理
念
を
思
う

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

理
事
長
　
清
　
家
　
　
篤

年
頭

所
感

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
本
年
も
私
学
関
係
者
の
皆
様
の
御
健
康

と
御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
よ
り
各
地
に
甚
大

な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
皆
様
の
お
役
に
立
つ
存
在

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
支
援
に

で
き
る
限
り
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
日
本
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
昨
年
９
月
に
政
府
は
全
世
代
型
社
会
保
障
の
実
現
に
向
け

て
検
討
会
議
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
10
月
１
日
か
ら
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
を
財
源
と
し
て
、
保
育
・
幼
児
教
育
の

無
償
化
が
始
ま
り
、
本
年
か
ら
は
大
学
等
の
修
学
支
援
も
開
始

さ
れ
ま
す
。
高
齢
化
や
第
４
次
産
業
革
命
な
ど
の
進
む
構
造
変

化
の
時
代
に
、
人
材
の
育
成
こ
そ
日
本
の
将
来
の
鍵
を
握
る
と

い
う
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

本
事
業
団
に
お
い
て
も
、
助
成
業
務
と
し
て
の
①
補
助
事
業

に
お
い
て
、
私
立
大
学
等
の
運
営
に
必
要
な
経
常
費
補
助
金
を

確
保
し
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
、
地
域
へ
の
貢
献
及
び
研
究

力
の
強
化
等
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

　

②
貸
付
事
業
で
は
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す
る

た
め
、国
の
利
子
助
成
制
度
を
活
用
し
て
、校
舎
・
園
舎
の
建
替

事
業
や
耐
震
補
強
工
事
な
ど
に
対
す
る
融
資
を
進
め
て
い
ま
す
。 　

③
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
で
は
、
学
校
法
人
の
経
営
力

の
強
化
や
教
育
条
件
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
と
し

て
、
現
状
分
析
や
経
営
課
題
の
把
握
、
経
営
改
革
等
に
対
す
る

助
言
等
を
行
う
経
営
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
学
校
の
特
色
や
具
体
的
に
実
践
し
て
い
る
優
れ

た
教
育
改
革
等
に
関
す
る
取
り
組
み
の
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確

に
収
集
蓄
積
し
、
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
私
学
版
）
を
は
じ
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
刊
行
物
等
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

④
寄
付
金
事
業
で
は
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
を
創
設

し
、
未
来
を
担
う
若
手
・
女
性
研
究
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、寄
付
促
進
を
図
る
た
め
に「
私
立
学
校
寄
付
金
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
で
は
、
学
校
法
人
が
ど
の
よ
う
な
寄
付
金
募
集

を
し
て
い
る
か
分
か
る
よ
う
、
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
事
業
と
し
て
、
修
学
機
会
の
確
保
に
向
け

た
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

共
済
業
務
に
お
け
る
、
①
短
期
給
付
事
業
で
は
、「
医
療
保

険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
昨
年
５
月
22
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
改
正
内
容
の
う
ち
、
被
扶
養
者
及
び

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
要
件
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
本

年
４
月
１
日
か
ら
被
扶
養
者
の
認
定
要
件
に
、
原
則
と
し
て
、

国
内
居
住
要
件
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

②
年
金
等
給
付
事
業
で
は
、
平
成
31
年
４
月
以
降
の
厚
生
年

金
給
付
、
共
済
年
金
給
付
の
年
金
額
が
前
年
度
か
ら
０
・
１
％

の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
10
月
か
ら
の

退
職
等
年
金
給
付
の
基
準
利
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
た
０
・
06
％
に
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

な
お
、年
金
現
価
率
は
死
亡
率
の
見
直
し
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

終
身
年
金
現
価
率
に
つ
い
て
変
更
し
ま
し
た
。

　

③
福
祉
事
業
で
は
、
加
入
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
加

入
者
貸
付
制
度
を
見
直
し
、
貸
付
利
率
の
下
限
等
に
か
か
る
貸

付
規
則
の
改
正
を
行
い
、
昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
か
か
る
情
報
連
携
に
つ
い

て
は
、年
金
等
給
付
事
業
に
お
け
る
照
会
事
務
は
昨
年
４
月
か

ら
、ま
た
、提
供
事
務
に
つ
い
て
は
６
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
変
化
の
時
代
に
、
社
会
の
持
続
可
能
性
は
、
そ
の
中

に
ど
れ
ほ
ど
多
様
性
を
包ほ

う
せ
つ摂
で
き
る
か
に
依
存
し
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
私
立
学
校
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
建
学
理
念
に
従
っ
た
、

自
主
独
立
の
教
育
・
研
究
が
、
社
会
に
知
的
多
様
性
を
も
た
ら

す
こ
と
の
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
団
の
助
成
、共
済
事
業
は
、そ
う
し
た
私
立
学
校
の
自

主
独
立
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
教
職
員
一
人
一
人
の
自

由
で
尊
厳
あ
る
生
活
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
本
事
業
団
も
自
主
独
立
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
事
業
団
が
そ
の
運
営
に
要
す
る
財
源
を
、
学
校
法
人
へ
の

資
金
貸
付
の
利
子
収
入
と
、
加
入
者
等
か
ら
の
掛
金
等
の
み
に

求
め
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
そ
の
よ
う
に
私
立
学
校
、

私
立
学
校
教
職
員
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
年
も
私
立

学
校
の
振
興
と
、
私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
向
上
の
た
め

に
、
私
ど
も
役
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
の
業
務
に
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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私
学
事
業
団
で
は
、
将
来
、
学
校
経
営
を

担
う
若
手
職
員
を
対
象
に
、
学
校
法
人
経
営

や
高
等
教
育
政
策
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
広

範
な
知
識
及
び
柔
軟
な
思
考
力
を
習
得
し
、

大
学
改
革
に
向
け
た
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
今
年
度
も
「
私
学
ス
タ
ッ
フ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
員
の
約
２
倍
の
応
募
が
あ
り
、
仙
台
会

場
、
広
島
会
場
合
わ
せ
て
47
法
人
47
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
特
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心

②
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
う

③
同
世
代
の
職
員
と
語
り
合
え
る

④�

基
礎
的
な
知
識
（
高
等
教
育
行
政
、
学
校

法
人
会
計
、
財
務
分
析
等
）
を
短
期
間
に

習
得
で
き
る

⑤
講
師
と
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
る

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、「
学
校
法

人
の
中
長
期
経
営
計
画
の
作
成
」
を
テ
ー
マ

に
、
学
校
法
人
の
現
状
分
析
、
中
長
期
経
営

計
画
の
作
成
、論
理
的
に
説
明
す
る
力
な
ど
、

実
践
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。
提
示
さ
れ
た
情
報
を
基
に
、
学
校
法
人

の
経
営
者
側
の
視
点
に
立
っ
て
経
営
・
財

務
・
教
学
等
の
幅
広
い
知
識
を
活
用
し
た
多

角
的
考
察
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
い
た
中
長

期
経
営
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
最
終
日
の

グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、
作
成
し
た
中
長
期
経

営
計
画
を
理
事
会
で
報
告
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
一
職
員
の

業
務
の
視
点
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
学
が

永
続
的
に
教
育
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
広
い
視

野
で
経
営
方
針
を
立
て
る
こ
と
、
他
の
グ

ル
ー
プ
の
発
表
は
経
営
者
意
識
を
持
ち
な
が

ら
聞
く
こ
と
等
を
意
識
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

多
く
の
参
加
者
か
ら
「
職
員
の
役
割
と
重
要

性
を
再
認
識
で
き
た
」、「
大
学
改
革
に
向
け
、

さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
等
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

・�

経
営
状
況
や
経
営
計
画
を
知
る
こ
と
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。

・�

私
学
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
大
学
職
員
と
し
て
の
視
野
や

幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

・�
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
自
分
の
知
ら
な
か
っ

た
考
え
方
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

・�

同
年
代
の
職
員
と
話
し
合
え
る
こ
と
の
有

り
難
さ
や
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
意
見
を
ま

と
め
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
が
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
り
、
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
職

員
の
能
力
開
発
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
９
・
７
８
５
０

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

◆私学スタッフセミナー（２泊３日合宿形式）
開催場所・日時：①【仙台ガーデンパレス】　令和元年 9月18日～20日
　　　　　　　　②【広島ガーデンパレス】　令和元年10月30日～11月１日
対象：32歳以下かつ入職 3年目以降の大学及び短期大学職員
参加：仙台会場24名　広島会場23名

○1日目
時　間 研　修　内　容　等

13：00～ 開会・オリエンテーション
14：20～ 講演①「私立大学等の現状について」� 私学経営情報センター職員
15：00～ 講演②「学校法人会計基準」� 私学経営情報センター職員
16：40～ 講演③「財務分析と経営計画」� 私学経営情報センター職員
18：00～ 懇親会　（19：30終了）�

○2日目
時　間 研　修　内　容　等

9：10～ 講演④「大学職員の役割について」
［仙台］ 山﨑その 氏　（京都外国語大学
　　　　　　　　　　 コミュニティ・エンゲージメントセンター　副センター長）
［広島］ 松井寿貢 氏　（学校法人石田学園　常務理事）

10：45～ 講演⑤「学校法人を取り巻く状況と私学行政について」
［仙台］ 赤岩寛之 氏（�文部科学省高等教育局　私学部参事官付私学経営

専門官）
［広島］ 山本　学 氏（�文部科学省高等教育局　私学部参事官付学校法人

調査官）
13：00～ グループワークⅠ・Ⅱ・Ⅲ（20：00終了）

○3日目
時　間 研　修　内　容　等

9：00～ グループ発表
11：15～ 総括・振り返りディスカッション等
11：35～ 修了証書授与・表彰・閉会　（12：30終了）

※講師肩書は講演時

グループ発表（仙台会場）

令
和
元（
２
０
１
９
）年
度　
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
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平
成
31（
２
０
１
９
）年
度  

私
立
高
等
学
校
入
学
志
願
動
向

　

私
学
事
業
団
で
は
、
平
成
31
年
度
学
校
法

人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立
高
等
学
校
の
入
学

志
願
動
向
の
速
報
値
を
集
計
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
30
年
度
と
平
成
31
年
度

の
志
願
倍
率
（
志
願
者
／
入
学
定
員
）
や
入

学
定
員
充
足
率
（
入
学
者
／
入
学
定
員
）
等

の
状
況
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
男
女
校
種

別
の
動
向
、
規
模
別
の
動
向
及
び
最
近
10
年

の
入
学
定
員
充
足
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ま

し
た
。

　

な
お
、
通
信
制
課
程
と
生
徒
募
集
を
停
止

し
た
高
等
学
校
は
除
い
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
の
概
況
（
表
１
）

　

平
成
31
年
度
の
集
計
学
校
数
は
１
２
９
１

校
で
、
前
年
度
よ
り
４
校
増
加
し
ま
し
た
。

集
計
さ
れ
た
入
学
定
員
は
約
40
万
７
５
０
０

人
で
、
前
年
度
よ
り
約
１
０
０
人
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、志
願
者
数
が
約
２
万
４
０
０
０
人
、

受
験
者
数
が
約
２
万
４
９
０
０
人
、
入
学
者

数
は
約
３
８
０
０
人
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
入
学
定
員

充
足
率
は
83
・
41
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

０
・
91
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
。

　

参
考
ま
で
に
、
平
成
31
年
度
の
15
歳
人
口

（
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
卒
業
者
と
中
等

教
育
学
校
前
期
課
程
修
了
者
の
合
計
〈
学
校

基
本
調
査
―
令
和
元
年
度
（
速
報
）：
文
部

表１　私立高等学校の概況
区　分 30年度 31年度 増　減

集計学校数（校） 1,287 1,291 4 

入学定員（人） 407,605 407,481 △ 124
(△0.0%)

志　願　者（人） 1,135,656 1,111,663 △ 23,993
(△2.1%)

受　験　者（人） 1,113,844 1,088,993 △ 24,851
(△2.2%)

合　格　者（人） 1,027,310 1,003,055 △ 24,255
(△2.4%)

入　学　者（人） 343,693 339,890 △ 3,803
(△1.1%)

志願倍率（倍） 2.79 2.73 △0.06ポイント
合 格 率（％） 92.23 92.11 △0.12ポイント
歩 留 率（％） 33.46 33.89 0.43ポイント

入学定員充足率（％） 84.32 83.41 △0.91ポイント
（注）志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

科
学
省
よ
り
〉）
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

約
２
万
人
減
少
し
、
約
１
１
２
万
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

男
女
校
種
別
の
動
向
（
表
２
）

　

平
成
31
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も

高
い
の
は
共
学
校
で
、
以
下
男
子
校
、
女
子

校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
格
率
は
女
子
校
、
共

学
校
、
男
子
校
の
順
、
入
学
定
員
充
足
率
は

共
学
校
、
男
子
校
、
女
子
校
の
順
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
順
序
は
平
成
22
年
度
以
降
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
歩
留
率
は
平
成
26
年

度
に
男
子
校
と
女
子
校
が
逆
転
し
て
、
男
子

校
、
女
子
校
、
共
学
校
の
順
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
も
そ
の
ま
ま
の
順
序
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
計
学
校
数
を
平
成
22
年
度
と
比
較
す
る

表２　男女校種別の動向
男女校
種　別 年　度 集　計

学校数
入学定員

A
志願者数

B
受験者数

C
合格者数

D
入学者数

E
推薦者数

F
志願倍率

B/A
受験率
C/B

合格率
D/C

歩留率
E/D

推薦
割合
F/E

入学定員
充 足 率

E/A

男子校
校 人 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％ ％ ％

22年度 110 38,215 74,642 72,902 61,392 30,898 9,751 1.95 97.67 84.21 50.33 31.56 80.85 
23年度 113 38,582 76,210 73,582 62,635 32,125 11,338 1.98 96.55 85.12 51.29 35.29 83.26 
24年度 107 36,255 71,106 68,315 57,656 29,173 10,682 1.96 96.07 84.40 50.60 36.62 80.47 
25年度 106 36,127 68,180 66,214 56,372 29,261 10,742 1.89 97.12 85.14 51.91 36.71 80.99 
26年度 100 33,871 64,159 62,490 53,075 28,471 9,709 1.89 97.40 84.93 53.64 34.10 84.06 
27年度 94 31,894 58,595 56,998 48,222 26,291 9,772 1.84 97.27 84.60 54.52 37.17 82.43 
28年度 92 30,704 56,920 55,491 46,832 26,006 9,394 1.85 97.49 84.40 55.53 36.12 84.70 
29年度 88 29,502 54,084 52,741 45,005 25,171 8,876 1.83 97.52 85.33 55.93 35.26 85.32 
30年度 87 28,997 51,512 50,155 41,992 23,606 8,542 1.78 97.37 83.72 56.22 36.19 81.41
31年度 87 29,078 51,449 49,997 42,382 24,218 9,650 1.77 97.18 84.77 57.14 39.85 83.29 

女子校 22年度 285 78,135 110,948 109,165 103,577 53,990 22,381 1.42 98.39 94.88 52.13 41.45 69.10 
23年度 283 77,061 104,906 103,744 98,726 52,311 22,349 1.36 98.89 95.16 52.99 42.72 67.88 
24年度 279 76,039 104,663 103,312 97,623 52,083 21,198 1.38 98.71 94.49 53.35 40.70 68.50 
25年度 274 74,227 100,260 99,138 93,876 50,235 19,713 1.35 98.88 94.69 53.51 39.24 67.68 
26年度 273 73,536 101,783 100,254 93,897 50,178 20,810 1.38 98.50 93.66 53.44 41.47 68.24 
27年度 270 72,662 95,395 93,807 90,147 47,803 21,038 1.31 98.34 96.10 53.03 44.01 65.79 
28年度 267 71,361 94,381 92,798 89,486 46,848 19,279 1.32 98.32 96.43 52.35 41.15 65.65 
29年度 262 70,080 90,910 87,565 84,251 45,459 19,037 1.30 96.32 96.22 53.96 41.88 64.87 
30年度 260 68,299 84,390 83,178 80,316 43,458 20,663 1.24 98.56 96.56 54.11 47.55 63.63 
31年度 255 65,999 80,231 78,998 76,050 42,484 21,526 1.22 98.46 96.27 55.86 50.67 64.37 

共学校 22年度 869 292,276 965,029 946,282 863,170 253,025 88,699 3.30 98.06 91.22 29.31 35.06 86.57 
23年度 885 294,451 952,961 931,290 857,107 252,175 88,384 3.24 97.73 92.03 29.42 35.05 85.64 
24年度 888 296,695 974,562 953,823 878,863 262,110 89,325 3.28 97.87 92.14 29.82 34.08 88.34 
25年度 899 299,256 989,596 970,681 894,949 265,230 89,430 3.31 98.09 92.20 29.64 33.72 88.63 
26年度 911 303,097 1,005,080 986,500 905,509 269,814 95,881 3.32 98.15 91.79 29.80 35.54 89.02 
27年度 921 305,505 1,005,465 986,166 906,241 271,232 98,845 3.29 98.08 91.90 29.93 36.44 88.78 
28年度 930 309,245 1,018,484 999,315 914,791 277,121 100,592 3.29 98.12 91.54 30.29 36.30 89.61 
29年度 933 309,566 1,010,749 991,825 911,484 275,652 100,391 3.27 98.13 91.90 30.24 36.42 89.04 
30年度 940 310,309 999,754 980,511 905,002 276,629 103,425 3.22 98.08 92.30 30.57 37.39 89.15 
31年度 949 312,404 979,983 959,998 884,623 273,188 107,961 3.14 97.96 92.15 30.88 39.52 87.45 

と
、
男
子
校
が
23
校
、
女
子
校
が
30
校
減
少

し
た
の
に
対
し
、
共
学
校
は
80
校
増
加
し
て

い
ま
す
。
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表３　規模別の動向
入 学 定 員
区 　 分 年度 集　計

学校数
入学定員

A
志願者

B
受験者

C
合格者

D
入学者

E
志願倍率

B/A
合格率
D/C

歩留率
E/D

入学定員
充 足 率

E/A
校 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％

100人未満
30 58 3,694 5,856 5,755 5,035 2,763 1.59 87.49 54.88 74.80 
31 60 3,844 5,623 5,532 5,045 2,785 1.46 91.20 55.20 72.45 

100人以上
200人未満

30 219 32,743 58,358 57,430 53,910 26,443 1.78 93.87 49.05 80.76 
31 229 34,401 63,786 62,626 58,903 27,982 1.85 94.06 47.51 81.34 

200人以上
300人未満

30 375 90,744 234,152 230,031 212,934 77,193 2.58 92.57 36.25 85.07 
31 368 89,223 229,541 225,427 209,115 76,193 2.57 92.76 36.44 85.40 

300人以上
400人未満

30 276 93,218 267,553 262,211 240,510 82,909 2.87 91.72 34.47 88.94 
31 277 93,276 263,528 257,265 235,566 82,292 2.83 91.57 34.93 88.22 

400人以上
500人未満

30 189 81,941 247,762 243,264 222,629 69,302 3.02 91.52 31.13 84.58 
31 187 81,124 235,031 230,539 209,550 68,294 2.90 90.90 32.59 84.18 

500人以上
600人未満

30 93 49,868 147,810 144,628 136,547 39,826 2.96 94.41 29.17 79.86 
31 89 47,596 135,649 132,731 124,733 37,103 2.85 93.97 29.75 77.95 

600人以上
800人未満

30 63 41,347 123,215 120,544 110,864 33,764 2.98 91.97 30.46 81.66 
31 67 43,817 131,371 128,616 118,423 34,715 3.00 92.07 29.31 79.23 

800人以上
1,000人未満

30 11 9,390 31,609 31,276 27,538 7,588 3.37 88.05 27.55 80.81 
31 11 9,540 30,162 29,827 26,177 7,137 3.16 87.76 27.26 74.81 

1,000人以上
30 3 4,660 19,341 18,705 17,343 3,905 4.15 92.72 22.52 83.80 
31 3 4,660 16,972 16,430 15,543 3,389 3.64 94.60 21.80 72.73 

合　計
30 1,287 407,605 1,135,656 1,113,844 1,027,310 343,693 2.79 92.23 33.46 84.32 
31 1,291 407,481 1,111,663 1,088,993 1,003,055 339,890 2.73 92.11 33.89 83.41 

（注）全国の私立高等学校を、各学校の入学定員数により区分した。

規
模
別
の
動
向
（
表
３
）

　

規
模
別
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も
高
い

の
は
、
入
学
定
員
が
１
０
０
０
人
以
上
の
学

校
で
、
以
下
、
８
０
０
人
以
上
１
０
０
０
人

未
満
、
６
０
０
人
以
上
８
０
０
人
未
満
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
学
定
員
充
足
率

が
最
も
高
い
の
は
、
３
０
０
人
以
上
４
０
０

人
未
満
の
学
校
で
、
以
下
、
２
０
０
人
以
上

３
０
０
人
未
満
、
４
０
０
人
以
上
５
０
０
人

未
満
の
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

志
願
倍
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分
と
、

入
学
定
員
充
足
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分

と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
10
年
の
入
学
定
員
充
足
状
況（
図
）

　

平
成
22
年
度
の
入
学
定
員
充
足
率
が
１
０
０ 

％
未
満
の
学
校
は
９
２
０
校
で
、
全
体
の

72
・
８
％
の
割
合
で
し
た
。
平
成
31
年
度
は

９
２
５
校
で
、
全
体
の
71
・
６
％
の
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。
15
歳
人
口
が
減
少
し
て
い

る
中
で
も
、
こ
こ
数
年
は
入
学
定
員
充
足
率

１
０
０
％
未
満
の
学
校
数
の
割
合
に
大
き
な

増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
５
２
～
７
８
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

22 23 24 25 26 27 28 29 30

,

,

,

,

,

,

31

図　
（校）

（右軸）

年　度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

100%以上の学校数（校） 344 327 360 370 384 367 387 375 390 366

100%未満の学校数（校） 920 954 914 909 900 918 902 908 897 925

100%未満の割合（%） 72.8 74.5 71.7 71.1 70.1 71.4 70.0 70.8 69.7 71.6

合　計 1,264 1,281 1,274 1,279 1,284 1,285 1,289 1,283 1,287 1,291

図　最近10年の入学定員充足状況
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学
校
法
人　

木
内
学
園

対
象
校　

認
定
こ
ど
も
園
は
の
う
ら
幼
稚
園

所
在
地　

徳
島
県　

阿
南
市

対
象
事
業　

園
舎
耐
火
鉄
骨
新
築

応
対
者　

理
事
長　

木
内　

啓
嗣 
氏

　
木
内
学
園
は
、
昭
和
54
年
に
「
は
の
う
ら

幼
稚
園
」
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。
創
立
40

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
一
昨
年
の
平
成
30
年

に
、
園
舎
建
て
替
え
と
同
時
に
幼
稚
園
型
の

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
事
業
団
融
資
の
対
象
と
な
っ
た

新
園
舎
に
つ
い
て
、
同
学
園
の
木
内
理
事
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

――　
新
園
舎
建
設
に
当
た
っ
て
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
建
設
に
当
た
り
、
旧
園
舎
の
教
室
と
新
園

舎
の
教
室
を
つ
な
げ
て
、
あ
た
か
も
一
つ
の

園
舎
の
よ
う
な
造
り
に
し
、
そ
の
中
で
子
ど

も
が
自
由
に
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
て
、
園

舎
自
体
を
遊
び
場
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。
動

線
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
ど
の
教

室
に
向
か
お
う
と
し
て
も
幾
通
り
も
の
道
が

あ
り
、
い
つ
も
同
じ
道
を
通
る
の
で
は
な
く
、

普
段
の
遊
び
の
中
で
好
き
な
道
を
通
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
経
路
と
し
て

も
確
保
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

事
業
団
資
金
で
明
日
を
拓
く

事
業
団
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
学
校
紹
介

――　
新
園
舎
に
教
育
理
念
を
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
か
。

　
当
園
の
初
代
理
事
長
が
私
の
父
で
、
教
育

理
念
は
「
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
創
造
性
を

育
て
る
」
こ
と
を
掲
げ
、
何
か
を
感
じ
る
創

造
性
を
大
切
に
し
た
い
と
、
最
初
の
園
舎
は

木
に
こ
だ
わ
っ
て
建
設
し
ま
し
た
。
創
設
20

周
年
の
時
に
は
、
子
ど
も
の
椅
子
と
机
を
分

厚
く
て
ご
つ
ご
つ
し
た
無
垢
材
を
使
っ
て
作

り
ま
し
た
。
父
は
、「
子
ど
も
は
お
そ
ら
く
何

も
感
じ
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
こ
の
椅
子
に

座
っ
て
い
た
と
き
の
感
覚
が
、
大
き
く
な
っ

て
も
残
っ
て
い
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
が
感
性
で
あ

り
、
ま
た
豊
か
な
創
造
性
に
も
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
も
の
で
も
た
だ
使
え
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
美
、

手
触
り
に
と
ほ
ん
も
の
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

新
園
舎
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
花か

り
ん梨

の
木

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
花
梨
は
固
い
木
な
の

で
あ
ま
り
園
舎
の
床
材
と
し
て
使
わ
れ
ま
せ

ん
が
、
壁
の
ク
ロ
ス
の
白
い
色
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
映
え
る
よ
う
に
花
梨
の
赤
い
色
に
し

ま
し
た
。
少
し
違
う
色
味
や
開
放
的
な
空
間

を
子
ど
も
に
感
じ
て
欲
し
か
っ
た
の
で
、
他
の

幼
稚
園
に
は
な
い
冒
険
的
な
も
の
が
こ
の
園

舎
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

――　
新
園
舎
の
特
色
は
、ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
大
階
段
に
、
ひ
な
壇

と
す
べ
り
台
を
作
り
ま
し
た
。
普
通
、
階
段

は
上
り
下
り
す
る
場
所
で
す
が
、
子
ど
も
は

ど
こ
で
で
も
遊
び
た
い
の
で
、
階
段
に
遊
べ

る
空
間
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ひ
な

壇
は
、
階
段
２
段
分
を
１
段
に
し
て
、
そ
の

高
さ
は
50
セ
ン
チ
と
大
人
で
も
高
く
感
じ
ま

す
が
、
そ
の
代
わ
り
１
段
の
幅
が
広
い
の
で

座
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
す

べ
り
台
の
適
切
な
使
い
方
は
上
か
ら
滑
る
の

で
す
が
、
子
ど
も
に
は
「
上
か
ら
滑
る
子

が
い
な
か
っ
た
ら
下
か
ら
登
っ
て
も
い
い
よ
。

た
だ
、
上
か
ら
滑
る
子
が
優
先
だ
か
ら
、
そ

の
と
き
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
て
ね
」

と
、
一
般
的
な
環
境
だ
け
で
な
く
、
適
当
で

多
様
な
環
境
を
設
定
し
、
身
近
な
遊
び
を
通

し
て
、
自
分
で
考
え
、
判
断
す
る
こ
と
で
心

身
の
育
成
を
図
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
周
り
を
フ
ェ
ン
ス
と
し
て
、

有ゆ
う
こ
う
せ
っ
ぱ
ん

孔
折
板
で
囲
い
ま
し
た
。
中
か
ら
は
外
の

様
子
が
比
較
的
よ
く
見
え
ま
す
が
、
外
か
ら

中
の
様
子
は
あ
ま
り
よ
く
見
え
ず
、
な
ん
と

な
く
目
隠
し
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
は
そ
の
外
観

か
ら
、「
美
術
館
み
た
い
で
す
ね
」
と
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

――　
事
業
団
の
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
園
舎
建
設
に
当
た
り
近
隣
の
土
地
を
購

入
す
る
た
め
に
融
資
を
受
け
ま
し
た
が
、
低

金
利
で
固
定
金
利
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、

新
園
舎
の
建
設
時
に
も
利
用
し
ま
し
た
。

　

取
材
後
記

　
子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
と
創
造
性
を
育
む

工
夫
に
富
ん
だ
園
舎
で
し
た
。
ご
多
用
の
中

で
の
ご
対
応
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

【
取
材　

企
画
室
】

エントランスにある大階段、ひな壇、すべり台

フェンスに有孔折板を使用した新園舎の外観
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加
入
者
等
に
対
す
る
災
害
見
舞
金
等

�
業
務
部
　
短
期
給
付
課

　

加
入
者（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み
ま
す
）

や
そ
の
被
扶
養
者
が
、
水
震
火
災
、
そ
の
他

の
非
常
災
害
に
よ
り
、
住
居
や
家
財
に
５
分

の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
災
害

見
舞
金
や
災
害
見
舞
金
付
加
金
を
請
求
で
き

ま
す
。

災
害
見
舞
金

　

住
居
又
は
家
財
が
３
分
の
１
以
上
焼
失
又

は
滅
失
し
た
と
き

→�

損
害
の
程
度
に
応
じ
標
準
報
酬
月
額
の

０
・
５
～
３
か
月
分
の
金
額

災
害
見
舞
金
付
加
金

①
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
と
き

→
災
害
見
舞
金
の
額
の
60
％
に
相
当
す
る
金
額

②
住
居
又
は
家
財
が
５
分
の
１
以
上
３
分
の

１
未
満
の
損
害
を
受
け
た
と
き

→
標
準
報
酬
月
額
の
０
・
５
か
月
分
の
金
額

●
請
求
に
必
要
な
書
類

①
「
災
害
見
舞
金
等
請
求
書
」

②
市
区
町
村
長
、
消
防
署
長
又
は
警
察
署
長

の
証
明
書
（
請
求
書
の
中
に
証
明
欄
が
あ

り
ま
す
）
又
は
「
り
災
証
明
書
」（
損
害
の

程
度
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）

　

請
求
に
当
た
っ
て
は
、
被
害
の
状
況
を
確
認

の
う
え
、
業
務
部
短
期
給
付
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。請
求
書
等
を
送
付
し
ま
す
。

加
入
者
に
対
す
る
災
害
貸
付

�

福
祉
部
　
貸
付
課

　

加
入
者
（
任
意
継
続
加
入
者
を
除
き
ま
す
）

が
水
震
火
災
、
そ
の
他
の
非
常
災
害
を
受
け

た
た
め
に
、
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き
に
災

害
貸
付
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
資
格

　

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
１
年
以
上
の
人

●
貸
付
額

　

標
準
報
酬
月
額
の
６
か
月
分
相
当
額
の
範

囲
内
（
限
度
額
２
０
０
万
円
）

●
貸
付
利
率

　

年
１
・
00
％
（
令
和
２
年
１
月
現
在
）

●
申
し
込
み
手
続
き

　
「
貸
付
申
込
書
DL
」
及
び
「
借
用
証
書
DL
」

に
公
的
機
関
が
発
行
す
る「
災
害
証
明
書
」（
り

災
証
明
書
、
被
災
証
明
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
に
は
学
校
法
人
等

の
証
明
印
が
必
要
で
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

災
害
発
生
日
か
ら
６
か
月
以
内

●
激
甚
災
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

激
甚
災
害
に
か
か
る
特
例
災
害
貸
付
の
申

し
込
み
は
、
災
害
発
生
日
か
ら
１
年
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
例
住
宅
貸
付
は
、

災
害
発
生
日
か
ら
３
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
部
貸
付
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

（　

）
は
実
施
時
期

 

資
格
関
係

◦
電
子
媒
体
に
よ
り
報
告
で
き
る
書
類
の
追

加
（
５
月
）

◦
標
準
報
酬
月
額
の
算
定
に
か
か
る
報
酬
の

報
告
内
容
の
点
検
結
果
報
告
を
実
施
（
10

月
）

 

掛
金
関
係

◦
短
期
給
付
分
掛
金
率
を
８
・
５
６
９
％
に

改
定
（
４
月
）

◦
短
期
給
付
分
掛
金
率
の
う
ち
「
特
定
保
険

料
率
に
相
当
す
る
掛
金
率
」
を
３
・
38
％

に
改
定
（
４
月
）

◦
介
護
分
掛
金
率
を
１
・
５
９
２
％
に
改
定

（
４
月
）

◦
退
職
等
年
金
給
付
掛
金
率
を
１
・
50
％
に

据
え
置
き
（
４
月
）

 

短
期
給
付
（
医
療
）
関
係

◦
確
定
申
告
に
使
用
で
き
る
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
の
送
付
（
2
月
）

◦
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
率
を
０
・
34
％

に
改
定
（
４
月
）

◦
加
入
者
保
険
料
率
（
軽
減
保
険
料
率
）
を

14
・
９
７
３
％
に
改
定
（
９
月
）

 

年
金
等
給
付
関
係

◦
厚
生
年
金
給
付
、
共
済
年
金
給
付
の
年
金

額
は
前
年
度
か
ら
０
・
１
％
の
引
き
上
げ

（
４
月
）

◦
在
職
中
の
老
齢
厚
生
（
退
職
共
済
）
年
金

の
支
給
停
止
調
整
変
更
額
等
を
47
万
円
に

改
定
（
４
月
）

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
情
報
連
携

の
試
行
運
用
の
開
始
（
６
月
）、
本
格
運
用

の
開
始
（
10
月
）

◦
社
会
保
障
協
定
の
発
効　

ス
ロ
バ
キ
ア（
７

月
）、
中
国
（
９
月
）

◦
退
職
等
年
金
給
付
の
基
準
利
率
を
０
・
06�

％
に
据
え
置
き
、
終
身
年
金
現
価
率
を
改

定
（
10
月
）

 

福
祉
事
業
関
係

◦
人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
を
２
年
度
に

１
回
の
補
助
に
見
直
し
（
４
月
）

◦
加
入
者
貸
付
制
度
に
か
か
る
貸
付
規
則
の

改
正
（
11
月
）

 

災
害
関
係

◦
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
加
入
者

等
に
か
か
る
一
部
負
担
金
等
免
除
の
延
長

（
３
月
）

◦
令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
加
入
者
等
に
か
か
る
災
害
見
舞
金
等
の

現
地
受
付
（
12
月
）

 

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
係

◦
加
入
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
５
月
）

◦
契
約
施
設
等
検
索
機
能
の
利
用
開
始
（
７

月
）

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
を
実
施
（
12
月
）

 　　本文にあるDLマークのある用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます。

災
害
に
あ
っ
た
と
き

令
和
元
年

共
済
業
務
の
年
間
報
告
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共
済
業
務

　
公
的
年
金
の
財
政
検
証
及
び
再
計
算
は
、
少
な
く
と
も
５
年
ご
と
に
実
施
す
る
年
金
財
政

の
健
康
診
断
で
す
。

再
計
算
の
要
旨

　

令
和
元
年
は
、
公
的
年
金
の
財
政
検
証
の

時
期
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
私

学
共
済
に
つ
い
て
も
、日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
共
済
規
程
に
基
づ
き
、
厚
生
年

金
保
険
に
お
け
る
財
政
検
証
の
経
済
前
提
等

を
踏
ま
え
た
経
過
的
職
域
加
算
給
付（
※
１
）

及
び
軽
減
保
険
料
率
（
※
２
）
の
見
通
し
に

関
す
る
再
計
算
を
行
い
ま
し
た
。

　
※
１　

経
過
的
職
域
加
算
給
付

　

平
成
27
年
10
月
の
被
用
者
年
金
制
度
一
元

化
に
伴
い
、
共
済
年
金
の
職
域
加
算
額
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
元
化
後
に
年
金
を
決

定
し
た
場
合
、
一
元
化
前
の
期
間
（
平
成
27

年
９
月
ま
で
の
加
入
者
期
間
）に
つ
い
て
は
、

経
過
措
置
と
し
て
職
域
加
算
相
当
額
（
共
済

年
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
職
域
加
算
相
当
額
と
、

一
元
化
前
に
す
で
に
決
定
し
た
共
済
年
金
の

職
域
加
算
額
等
を
合
わ
せ
て
「
経
過
的
職
域

加
算
給
付
」
と
総
称
し
て
い
ま
す
。

※
２　

軽
減
保
険
料
率

　

私
学
共
済
に
お
い
て
は
、
被
用
者
年
金
制

度
一
元
化
に
伴
う
積
立
金
の
仕
分
け
後
、
な

お
私
学
共
済
に
残
る
積
立
金
（
経
過
的
長
期

給
付
積
立
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
）
を
活
用

し
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
期
間
及
び
軽
減

幅
の
範
囲
内
で
、
私
学
共
済
の
加
入
者
に
か

か
る
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
率
の
軽
減
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
軽
減
保
険
料
率
」
と
は
、
こ
の
軽
減
後

の
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
率
の
こ
と
を
意

味
し
、
具
体
的
な
率
は
共
済
規
程
で
定
め
ら

れ
ま
す
。

●
再
計
算
を
行
う
理
由

　

経
過
的
職
域
加
算
給
付
は
、
経
過
的
長
期

給
付
積
立
金
を
主
な
財
源
と
し
て
将
来
に
わ

た
っ
て
確
実
に
支
給
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
軽
減
保
険
料
率
は
、
保
険
料
負
担

軽
減
額
（
※
３
）
の
現
在
額
（
※
４
）
を
経

過
的
長
期
給
付
積
立
金
で
賄
う
こ
と
を
前
提

と
し
て
設
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
険
料
負
担
軽
減
額
に
つ
い

て
は
、
経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
か
ら
経
過

的
職
域
加
算
給
付
に
か
か
る
実
支
出
額
（
当

該
給
付
に
要
す
る
費
用
〔
支
出
〕
と
当
該
給

付
に
か
か
る
国
庫
補
助
〔
収
入
〕
と
の
差

額
）
の
現
在
額
を
差
し
引
い
た
額
の
範
囲
に

収
ま
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
的
職
域
加
算
給
付
及
び

経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
と
、
軽
減
保
険
料

率
の
関
係
性
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
将
来
見

通
し
を
定
期
的
（
少
な
く
と
も
５
年
ご
と
）

に
確
認
（
計
算
）
し
、
具
体
的
な
軽
減
保
険

料
率
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
３　

保
険
料
負
担
軽
減
額

　

私
学
共
済
加
入
者
に
か
か
る
本
来
の
厚
生

年
金
保
険
料
率
を
適
用
し
た
場
合
に
計
算
さ

れ
る
収
入
額
と
、
軽
減
保
険
料
率
を
適
用
し

た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
収
入
額
と
の
差
額

※
４　

現
在
額

　

年
度
ご
と
に
運
用
利
回
り
で
現
在
額
（
平

成
30
年
度
末
時
点
）
に
換
算
し
た
値

経
済
前
提

　

再
計
算
を
行
う
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な

経
済
前
提
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
物
価
上
昇
率

◦
賃
金
上
昇
率

◦
運
用
利
回
り

　

今
回
の
再
計
算
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
公

表
し
た
令
和
元
年
財
政
検
証
に
お
け
る
経
済

前
提
ケ
ー
ス
Ⅰ
～
Ⅴ
を
前
提
に
計
算
し
て
い

ま
す
が
、
本
誌
で
は
そ
の
う
ち
ケ
ー
ス
Ⅰ
、

Ⅲ
、
Ⅴ
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

加
入
者
数
の
見
通
し

　

軽
減
保
険
料
率
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
将
来
の
加
入
者
数
を
見
込
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

将
来
の
加
入
者
数
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

大
学
・
幼
稚
園
を
は
じ
め
増
加
傾
向
に
あ
る

学
校
種
別
に
お
い
て
、
加
入
者
数
の
伸
び
が

令
和
６
年
度
ま
で
続
く
も
の
と
し
て
推
計
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
以
降
の
各
年
度
末
に

お
い
て
は
、学
校
種
別
ご
と
の
加
入
者
数
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
齢
対
象
人
口
に
比
例
し
て
減

少
し
て
い
く
よ
う
に
推
計
し
て
い
ま
す
。

○�

学
齢
対
象
人
口
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
が
平
成
29
年
に
発
表
し
た
、

日
本
の
将
来
推
計
人
口
の
中
位
〔
出
生
・

死
亡
〕
推
計
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

○�

加
入
者
の
約
半
数
を
占
め
る
大
学
の
加
入

者
数
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
18
歳

人
口
は
、
令
和
２
年
頃
ま
で
横
ば
い
で
そ

の
後
減
少
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
減
少
が
学
年
の
進
行
に
よ
り
影

響
を
及
ぼ
す
の
は
令
和
７
年
頃
に
な
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

再
計
算
の
結
果

　

今
回
の
再
計
算
で
は
、
複
数
の
経
済
前
提

の
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も
、

①�

経
過
的
職
域
加
算
給
付
に
か
か
る
実
支
出

額
の
現
在
額
は
、
こ
れ
を
賄
う
べ
き
財
源

経
過
的
職
域
加
算
給
付
及
び
軽
減
保
険
料
率
の
見
通
し
に

関
す
る
令
和
元
年
再
計
算
結
果
（
概
要
）�

企
画
室
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共
済
業
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で
あ
る
経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
（
平
成

30
年
度
末
１
兆
９
５
９
５
億
円
）
を
下
回

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
経
過
的
職

域
加
算
給
付
の
支
給
に
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
（
表
１
）。

②�

そ
の
上
で
さ
ら
に
保
険
料
を
法
律
上
の
最

大
軽
減
幅
で
軽
減
（
表
２
）
し
た
と
し
て

も
、
経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
か
ら
経
過

的
職
域
加
算
給
付
に
か
か
る
実
支
出
額
の

現
在
額
を
除
い
た
額
で
、
保
険
料
負
担
軽

　

本
誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
他
の
経
済

前
提
ケ
ー
ス
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔
き
ょ
う
さ
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
▼
令
和
元

年
再
計
算
結
果
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

減
額
の
現
在
額
を
賄
え
る
見
通
し
で
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
５
年
間
適

用
さ
れ
る
軽
減
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
１

月
に
開
催
す
る
共
済
運
営
委
員
会
で
審
議
さ

れ
る
予
定
で
す
。

表１　経過的職域加算給付にかかる実支出額の見通し� （単位：億円）
年　　　度 ケースⅠ ケースⅢ ケースⅤ

令和 西暦 実支出額 実支出額 実支出額
元 2019 360 360 360
2 2020 372 372 372
7 2025 435 424 409
12 2030 514 498 434
17 2035 574 533 445
22 2040 613 542 438
27 2045 632 520 404
32 2050 612 473 350
37 2055 551 400 284
47 2065 350 222 147
57 2075 157 87 53
67 2085 39 19 11
77 2095 3 1 1
87 2105 0 0 0
97 2115 0 0 0
実支出額の現在額 12,103 11,755 11,348

表２　保険料負担軽減額の見通し� （単位：％、億円）
年　　　度 軽減幅（最大） 保険料負担軽減額（最大）

令和 西暦 4〜8月 9〜翌年3月 ケースⅠ ケースⅢ ケースⅤ
元 2019 1.151 0.797 298 298 298
2 2020 1.151 0.797 305 305 305
3 2021 1.151 0.797 312 312 312
4 2022 1.151 0.797 321 321 317
5 2023 1.151 0.797 331 331 322
6 2024 1.151 0.797 342 342 328
7 2025 1.151 0.797 352 352 332
8 2026 1.151 0.797 362 362 334
9 2027 0.849 0.495 263 263 239
10 2028 0.495 0.141 129 129 115
11 2029 0.141 0 29 29 26

保険料負担軽減額（最大）の現在額 2,801 2,801 2,713

参考　保険料率の状況

16.124 

14.973 

18.3

14.5 

15.0 

15.5 

16.0 

16.5 

17.0 

17.5 

18.0 

18.5 

R2 R7 R12

R9.4 18.3%

た )
R11.9 18.3%

18.3%
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平
成
30
年
度
の
実
施
結
果

　

平
成
30
年
度
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
結

果
は
、
表
１
、
２
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
特
定
健
康
診
査
実
施
率

　

�

67
・
７
％
（
加
入
者
及
び
被
扶
養
者
等
の

合
計
）

　

�　

平
成
29
年
度
に
比
べ
、
２
・
２
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
ま
し
た
が
、
目
標
実
施
率
の

70
％
を
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

●
特
定
保
健
指
導
実
施
率

　

�

11
・
３
％
（
加
入
者
及
び
被
扶
養
者
等
の

合
計
）

　

�　

特
定
健
康
診
査
と
同
様
に
、
平
成
29
年

度
に
比
べ
、
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま

し
た
が
、
目
標
実
施
率
の
12
％
を
０
・
７

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

 

特
定
保
健
指
導
対
象
者
へ
の
受
診
勧
奨

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
が
提
出
さ
れ
た
加

入
者
・
被
扶
養
者
等
に
対
し
て
、
そ
の
人
の

健
康
状
態
に
即
し
た
健
康
情
報
冊
子
「
Ｑ
Ｕ

Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ（
ク
ピ
オ
プ
ラ
ス
）」（
特

定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導
が
必
要
な

人
に
は
、「
利
用
券
」
を
同
封
）
を
送
付
（
加

入
者
は
学
校
法
人
等
、
被
扶
養
者
等
は
自
宅

宛
て
）
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
軽
に
受
け
ら
れ
る
学
校
訪
問
型

や
会
場
型
の
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

 

令
和
元
年
度
特
定
健
診
等

 

結
果
デ
ー
タ
提
出
時
の
お
願
い

　

令
和
元
年
度
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
提
出
期
限
の
直
前

は
非
常
に
受
付
件
数
が
集
中
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
登
録
作
業
等
が

集
中
し
、「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
等

の
発
送
が
遅
延
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
健

診
結
果
デ
ー
タ
は
健
診
終
了
後
、
速
や
か
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
健
診
結
果
デ
ー
タ
は
、
私
学
事

業
団
の
健
診
結
果
提
出
用
エ
ク
セ
ル
形
式
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
形
式
、
又
は
国
の
定
め
る

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
な
ど
の
電
子
デ
ー
タ
で
作
成
し

て
い
た
だ
く
と
、
健
診
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
機

能
（
注
１
）
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
備
デ
ー
タ
の
解
消
の
た
め
に
、
可
能
な
限

り
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
資
産
保
有
者
と
し
て

の
機
関
投
資
家
と
し
て
、
金
融
庁
が
定
め
た

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド（
※

１
）
を
受
け
入
れ
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
責
任
（
※
２
）
を
果
た
す
た
め
の
方
針
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

方
針
で
定
め
た
と
お
り
、
運
用
受
託
機
関

が
行
な
っ
た
株
主
議
決
権
行
使
状
況
を
含

む
、
令
和
元
年
度
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

活
動
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
、
１
月
下
旬
に

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
年
金
資
産
の
運

用
〕
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
１�　

機
関
投
資
家
が
、
受
益
者
（
本
事
業

団
の
場
合
は
加
入
者
）
と
投
資
先
企
業

の
双
方
を
視
野
に
入
れ
、｢

責
任
あ
る

機
関
投
資
家｣

と
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
に
当
た
り
、
有

用
と
考
え
ら
れ
る
諸
原
則
を
定
め
た
も

の
で
す
。

※
２�　

投
資
先
の
日
本
企
業
や
そ
の
事
業
環

境
等
に
関
す
る
深
い
理
解
に
基
づ
く
建

設
的
な｢

目
的
を
持
っ
た
対
話｣

な
ど

を
通
じ
て
、
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の

向
上
や
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
受
益
者
（
加
入
者
）
の
中
長
期
的

な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
責
任

の
こ
と
で
す
。

平
成
30
年
度
　
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
結
果

及
び
結
果
デ
ー
タ
提
出
の
お
願
い

福
祉
部　

保
健
課

平成30年度特定健康診査等の実施結果

表２　特定保健指導� （単位：人）

区　　分 ａ加入者 ｂ被扶養者等 合　計
（ａ+ｂ）

健診実施者数
Ａ評価対象者数（注３） 244,883 32,723 277,606

対　

象　

者

B動機づけ支援
（B/A）

23,833 2,009 25,842

（9.7%） （6.1%） （9.3%）

C積極的支援
（C/A）

20,736 587 21,323

（8.5%） （1.8%） （7.7%）

終　

了　

者

D動機づけ支援
終了者数
（Ｄ/Ｂ）

3,372 172 3,544

（14.1%） （8.6%） （13.7%）

E積極的支援
終了者数
（Ｅ/Ｃ）

1,756 42 1,798

（8.5%） （7.2%） （8.4%）

終了者数合計
実施率

〈（D+E）/（B+C）〉

5,128 214 5,342

（11.5%） （8.2%） （11.3%）

目
標
等

実施率目標 12.0% 12.0% 12.0%

目　標　差 △0.5% △3.8% △0.7%

注１�　詳細は、私学共済ホームページ〔事務担当者用ペー
ジ▶福祉事業関係▶私学健康経営支援サイト〕に掲
載しています。

注２　被扶養者等には、任意継続加入者を含みます。
注３�　健診実施者には、すべての健診は受診できなかった
ものの階層化（保健指導判定）が可能な対象者も含ま
れています。

表１　特定健康診査� （単位：人）

区　　分 ａ加入者 ｂ被扶養者等�
　　　（注２）

合　計
（ａ+ｂ）

Ａ対象者数 302,244 107,557 409,801

Ｂ実施者数 244,816 32,716 277,532

実　施　率
（Ｂ/Ａ） 81.0% 30.4% 67.7%

実施率目標 83% 35% 70%

目　標　差 △2.0% △4.6% △2.3%

資
産
運
用
部

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動 

報
告
を
公
表
し
ま
す



11

共
済
業
務

令和 2年 1月 1日　第 2 6 5 号

　
加
入
者
に
健
康
保
険
制
度
に
対
す
る
理
解

と
健
康
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
年
一
回
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
総

額
等
を
記
載
し
た
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
確
定
申
告
の

手
続
き
で
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
と
し

て
、
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
2
月
初
旬
に
学
校
法
人
等
（
任

意
継
続
加
入
者
は
届
け
出
住
所
宛
て
）
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
対
象
者
へ
の
配
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

送
付
対
象
者

　
平
成
30
年
11
月
～
令
和
元
年
10
月
に
医
療

機
関
等
を
受
診
し
た
加
入
者
及
び
被
扶
養
者

で
、
元
年
12
月
24
日
（
対
象
者
の
抽
出
日
）

現
在
で
加
入
者
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る
人

（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み
ま
す
）

 

送
付
先
等

　「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
加
入
者
と
被

扶
養
者
分
を
併
せ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
加
入
者

　�　

親
展
扱
い
に
し
て
所
属
す
る
学
校
法
人

等
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
加
入
者

に
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
任
意
継
続
加
入
者

　�

　
親
展
扱
い
で
届
け
出
住
所
宛
て
に
送
付

し
ま
す
。

●
資
格
喪
失
者

　�

　
元
年
12
月
24
日
（
対
象
者
の
抽
出
日
）

前
に
退
職
し
た
加
入
者
の
「
医
療
費
の
お�

知
ら
せ
」
は
、
本
人
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り�

資
格
喪
失
者
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記

の
問
い
合
わ
せ
先
を
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ
先

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０
（
０
０
４
）
７
３
０

　
　
　

 

2
年
2
月
3
日
～
3
月
31
日

　
　
　

 

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
き
ま
す
）

　
　
　

 

9
時
15
分
～
17
時
15
分

 

注
意
点

◦�

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」（
原
本
）
は
、
確

定
申
告
の
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。
紛
失
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

対
象
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
（
す
べ
て
の

人
に
通
知
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

◦�

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」は
元
年
12
月
ま
で

に
本
事
業
団
で
受
け
付
け
た
診
療
報
酬
明

細
書
（
平
成
30
年
11
月
〜
令
和
元
年
10
月

診
療
分
）
を
基
に
作
成
す
る
た
め
、
元
年

11
・
12
月
診
療
分
の
医
療
費
は
記
載
さ
れ

開設期間

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
当
該
診
療
分
は
、
領

収
書
を
使
用
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

市
区
町
村
等
の
公
費
助
成
を
受
け
た
等
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
金
額
と
実
際
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
確

定
申
告
の
手
続
き
を
す
る
際
に
は
、
領
収

書
を
使
用
し
て
実
際
に
負
担
し
た
額
に
訂

正
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
は
、
本
事
業

団
か
ら
給
付
し
た
高
額
療
養
費
や
一
部
負

担
金
払
戻
金
等
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、「
給
付
金
等
決
定
・
送
金
通

知
書
」
を
参
考
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

療
養
費
・
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
・
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
療
養
費
・

治
療
用
装
具
の
療
養
費
等
は
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

領
収
書
を
使
用
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

医
療
機
関
等
に
よ
る
診
療
報
酬
明
細
書
の

遅
れ
に
よ
り
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
へ

反
映
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
領
収
書
を

使
用
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

医
療
費
の
増
加
原
因
の
一
つ
で
あ
る
、
医

療
機
関
等
へ
の
重
複
受
診
や
頻
回
受
診
が

疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
今
後
、
医
療
費
の

調
査
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦�

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
短
期
給
付（
健

康
保
険
）〕
も
併
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
申
告
手
続

き
に
関
し
て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
昨
年
12
月

16
日
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
片
手
で
の
操
作
に
配
慮
し
た

デ
ザ
イ
ン
に
一
新
し
ま
し
た
。
共
済
事
業
に

関
す
る
情
報
が
よ
り
見
や
す
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
加
入
者
の
皆
様
に
周
知
し
て
く

だ
さ
い
。

令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
に
使
用
で
き
る
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

業
務
部　

短
期
給
付
課

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

広
報
班

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応

し
ま
し
た

・ページ内検索
・加入者資格と掛金等
・短期給付（健康保険）
・年金等給付
・福祉事業
が閲覧できます。

割引の契約施設を都道
府県や用途に応じて絞
り込み検索することが
できます。

英語版のページです。

加入者向広報「レタ
ー」の最新号及びバ
ックナンバーを掲載
しています。

私学事業団が運営す
る全国16か所の宿
泊施設をご案内して
います。

私学共済ホームページ
（スマートフォン対応版）
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共
済
業
務

令 和 2 年 1 月 1 日　第 2 6 5 号

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
連
絡
会
は
、
事
務

担
当
者
に
、
共
済
事
業
に
関
す
る
最
新
の
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
の
業
務
に
関
す
る
質
問

等
に
も
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
及
び
会
場
等 

　

12
月
分
掛
金
等
納
付
通
知
書
（
１
月
中
旬

送
付
）
に
同
封
す
る
「
開
催
案
内
」
又
は
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用

ペ
ー
ジ
▼
お
知
ら
せ
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
時
間　

13
時
30
分
～
16
時

●
開
催
内
容

１　

令
和
２
年
度
の
掛
金
等
の
率

２　

経
過
的
職
域
加
算
給
付
及
び
軽
減
保
険

料
率
の
見
通
し
に
関
す
る
令
和
元
年
再
計

算
結
果
（
概
要
）

３　

標
準
報
酬
月
額
の
算
定
に
か
か
る
報
酬

の
報
告
内
容
の
点
検

４　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
情
報
連

携
の
本
格
運
用
の
開
始
（
年
金
等
給
付
事

業
）

５　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
へ

の
協
力
の
お
願
い

６　

被
扶
養
者
認
定
要
件（
国
内
居
住
要
件
）

の
追
加

７　

令
和
２
年
度
か
ら
の
広
報
刊
行
物

８　

各
業
務
か
ら
の
お
知
ら
せ

⑴
資
格
関
係
…
資
格
取
得
・
資
格
喪
失
報

告
書
等
の
事
前
受
付　

等

⑵
短
期
給
付
関
係
…
海
外
出
産
に
か
か
る

出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
を
請
求
す
る

場
合
の
添
付
書
類
の
追
加　

等

⑶
年
金
関
係
…
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
請
求
勧
奨　

等

⑷
保
健
関
係
…
平
成
30
年
度
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
実
績
報
告
及
び
令

和
元
年
度
実
施
の
お
願
い　

等

⑸
貸
付
関
係
…
資
格
喪
失
時
の
貸
付
金
償

還
方
法　

等

⑹
広
報
関
係
…
広
報
刊
行
物
等
の
配
付
と

活
用
の
お
願
い　

等

⑺
相
談
関
係
…
共
済
業
務
課
主
催　

各
種

説
明
会
の
ご
案
内

●
出
席
カ
ー
ド
の
記
入

　

連
絡
会
当
日
は
、
出
席
カ
ー
ド
（
会
場
で

配
付
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
い
ま
す
）
に

学
校
記
号
番
号
・
学
校
名
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
確
認
の
う
え

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

事
前
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
来
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
駐
車
場
が
な

い
会
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

海
外
出
産
に
か
か
る
出
産
費
及
び

  

家
族
出
産
費
を
請
求
す
る
場
合
の

  

添
付
書
類
の
追
加

業
務
部　

短
期
給
付
課
　

　

海
外
で
の
出
産
に
か
か
る
出
産
費
等
の
不

正
受
給
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
令
和
２
年

４
月
１
日
よ
り
海
外
出
産
に
か
か
る
出
産
費

及
び
家
族
出
産
費
を
請
求
す
る
際
の
添
付
書

類
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

●
請
求
時
に
必
要
な
添
付
書
類

　

請
求
の
際
は
、「
出
産
費
・
家
族
出
産
費
・

出
産
費
付
加
金
・
家
族
出
産
費
付
加
金
請
求

書
DL
」
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
海
外
で
出
産
し
た
旨
の
加
入
者
の
口
述
書

（
署
名
・
捺
印
）

②
出
産
の
事
実
（
出
生
日
、
出
産
児
数
、
生
・

死
産
の
区
分
）
が
確
認
で
き
る
医
師
等
の

証
明
又
は
公
的
機
関
が
出
生
の
事
実
を
証

明
し
た
書
面
（
原
本
）

③
②
の
書
類
を
和
訳
し
た
も
の
（
和
訳
し
た

人
の
署
名
・
捺
印
）

④
渡
航
確
認
書
類
【
新
た
に
追
加
】

　
　

パ
ス
ポ
ー
ト
、
航
空
券
そ
の
他
海
外
に

渡
航
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
（
出
産
し
た
人
の
名
前
、
出
産
し
た
国

へ
の
渡
航
記
録
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑤
調
査
に
関
わ
る
同
意
書
【
新
た
に
追
加
】

　
　

海
外
出
産
の
事
実
、
内
容
に
つ
い
て
保

険
者
が
当
該
海
外
出
産
を
担
当
し
た
海
外

の
医
療
機
関
等
に
照
会
す
る
こ
と
に
関
す

る
当
該
海
外
出
産
を
し
た
者
の
同
意
書

※
必
要
に
応
じ
医
療
機
関
に
確
認
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
⑤
は
、
３
月
中
旬
以
降
に
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

  

退
職
時
の
手
続
き
は
令
和
元
年

  

12
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

広
報
班
　

　
「
退
職
時
の
手
続
き
」
は
、
例
年
本
誌
１
月

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
令
和

元
年
12
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
内

容
は
、
加
入
者
が
退
職
す
る
際
に
必
要
と
な

る
、
私
学
共
済
制
度
に
関
す
る
手
続
き
等
の

ご
案
内
で
す
。

　

ま
た
、「
退
職
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を

本
誌
に
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
私
学
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
〕

及
び
〔
加
入
者
用
ペ
ー
ジ
〕
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

令
和
元
年
度　
第
２
回

私 
学 

共 

済 

事 

務 

担 

当 

者 

連 

絡 

会

　
　

 
２
月
４
日
（
火
）
～
２
月
28
日
（
金
）

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
相
談
班

退職者向けリーフレット
退職時の福祉事業の手続き 【福祉部】 確認済

　次の福祉事業に加入している人は、脱退・解約などの手続きが必要です。

加入（利用）している事業

手
続
き
等

注
意
事
項

積立貯金

【解約の手続き】
退職する月の前月25日（必
着）までに、学校等を通して

「積立貯金払戻・解約請求
書」を提出してください。
※3月末に退職する人は2月25日
（火）までに提出すると3月23日
（月）に学校等に送金します。

【脱退の手続き】
退職する月の前月25日

（必着）までに、学校等を
通して「積立共済年金脱
退申出書」と「積立共済年
金給付金請求書」を提出
してください。

【脱退の手続き】
3月（9月）末日までに退
職する人で、4月（10月）
１日脱退希望の人は、3
月（9月）末日までに学校
等を通して「退職脱退申
出書」を提出してください。

貸付金残額を全額償還し
ていただくことになりま
す。
資格喪失が確認される
と、学校等宛てに即時償
還の通知を送付します。

①解約の手続きをしない
と貯金は預り金となり
利息はつきません。

②預り金の払い戻しの時
効は10年です。

任意継続加入者は引き続
き加入できます。
※受取金額が一時金で100万円を

超える場合又は、年金で年額20万
円を超える場合は、「個人番号（マ
イナンバー）申告書類」の提出が
必要です。

◆定年退職等により国民健康保険に加入する際、その後の特定保健指導等のため、健診結果の提出を求められる場合があります
ので、健康情報冊子「QUPiO Plus（クピオプラス）」等の健診結果は大切に保管してください。

任意継続加入者は引き続
き加入できます。

退職前に任意償還すると
きは、毎月15日（必着）ま
でに「貸付金任意償還・団
信制度脱退申出書」を提
出してください。

積立共済年金 共済定期保険 貸付け

退職時の手続きに関するご質問やご相談は、
相談窓口にお問い合わせください

【受付時間】
月～金曜日／9:00～17:15
（年末年始及び祝日を除きます）

私学共済ホームページも併せてご覧ください

私学共済 https://www.shigakukyosai.jp/

※「加入者証の記号番号」、「年金証書記号番号」、「基礎年金番号」のいずれかを確認のうえ、お問い合わせください。

相　談　窓　口 電　話　番　号
札　幌ガーデンパレス
仙　台ガーデンパレス
名古屋ガーデンパレス
大　阪ガーデンパレス
広　島ガーデンパレス
福　岡ガーデンパレス
私 学 事 業 団

共 済 業 務 課
共 済 業 務 課
共 済 業 務 課
共 済 業 務 課
共 済 業 務 課
共 済 業 務 課
共済事業本部

私 学 事 業 団 電 話 相 談 室

011（222）6234 （直通）
022（299）6231 （直通）
052（957）1388 （直通）
06（6393）9701 （直通）
082（262）1134 （直通）
092（752）0651 （直通）
03（3813）5321 （代表）

03（3813）5291 （直通）

退職後の直営宿泊施設の利用
退職後も加入者料金でご利用いただけます。
ご利用の際は、「任意継続加入者証」、「年金等給付加入者記録票」、「私学メンバーズカード」、

「年金者福祉施設等利用証」（「年金証書綴」又は「年金者のしおり」にとじ込み）のいずれかを提示してください。

私学事業団の直営宿泊施設一覧

札　幌ガーデンパレス

仙　台ガーデンパレス

東　京ガーデンパレス

名古屋ガーデンパレス

京　都ガーデンパレス

大　阪ガーデンパレス

広　島ガーデンパレス

福　岡ガーデンパレス

☎ 0 1 1（ 2 6 1 ）5 3 1 1

☎ 0 2 2（ 2 9 9 ）6 2 1 1

☎ 0 3（ 3 8 1 3 ）6 2 1 1

☎ 0 5 2（ 9 5 7 ）1 0 2 2

☎ 0 7 5（ 4 1 1 ）0 1 1 1

☎ 0 6（ 6 3 9 6 ）6 2 1 1

☎ 0 8 2（ 2 6 2 ）1 1 2 2

☎ 0 9 2（ 7 1 3 ）1 1 1 2

☎ 0 4 6 5（ 6 3 ）3 7 5 5

☎ 0 4 6 0（ 8 2 ）2 0 9 4

☎ 0 4 6 7（ 2 2 ）3 5 0 6

☎ 0 4 6（ 8 7 5 ）7 3 0 0 

☎ 0 7 6（ 2 3 2 ）1 2 3 9

☎ 0 2 6 9（ 3 4 ）2 1 0 2

☎ 0 2 6 7（ 4 5 ）7 3 1 1

☎ 0 7 5（ 7 6 1 ）0 2 0 1

湯 河 原

箱 根

鎌 倉

葉 山

金 沢

志賀高原

軽 井 沢

京 都

敷 島 館

対 岳 荘

あじさい荘

相 洋 閣

兼 六 荘

やまゆり荘

すずかる荘

白 河 院

しき       しま　　かん

たい　　がく　　そう

そ う 　 よ う 　 か く

け ん 　 ろ く 　 そ う

し ら 　 か わ 　 い ん

▲ 年金に関する一般相談専用ダイヤル

4

退職される皆さんへ 退職者向けリーフレット
令和2年１月発行

　学校等を退職されるときに、加入者の皆さんがご本人で行う私学共済制度や他の社会保険制度の手続き及び
退職後の給付について、ご案内します。詳しくは、加入者向広報「共済だより　レター」１月号をご覧いただくか、
４ページの相談窓口にお問い合わせください。

それぞれの手続きが済みましたら、項目ごとに「確認済　  」にチェックを入れて漏れがないようにしましょう。

退職後の健康保険の手続き 確認済
　退職後、再就職しない場合に加入できる健康保険制度は次のとおりです。

退職後の健康保険

病院での
窓口負担
（自己負担）

種　類

手続き等

保険料等

私学共済制度の
任意継続加入者

退職の日まで引き続き１年と１日
以上加入者であった人（過去の任
意継続加入期間は含みません）
は、原則２年を限度として短期給
付を受け、福祉事業（貸付け、積立
貯金などを除きます）を利用する
ことができます。
退職後20日以内に学校等を通し
て、手続きをしてください。

退職後14日以内に、資格喪失確
認通知書等を持参し、住所地の市
区町村の国民健康保険の窓口で
手続きをしてください。

※市区町村によっては、「資格証
明書」（私学共済の資格を喪失
した旨の証明）が必要となりま
す。

家族が加入している健康保険（共
済組合）制度に被扶養者の条件
などを確認し、手続きをしてくだ
さい。

退職時の標準報酬月額を基に計算
（上限額あり）

前年の所得金額等により計算
（市区町村により異なります）

国民健康保険制度

負担なし

健康保険（共済組合）制度
の被扶養者

いずれの健康保険に加入しても原則３割負担です。
●70歳以上の人は所得金額等（標準報酬月額）により負担割合が異なります。
●加入する制度により付加給付等を受けられることがあります。

◆在職中に私学事業団から交付された「加入者証」、「加入者被扶養者証」、「高齢受給者証」、「限度額適用認定証」等は、退職後は使用
することはできません。退職時に所属している学校等に必ず返納してください。

◆退職時に病院等で診療を受けているときは、病院等の窓口で退職すること及び退職後に加入する健康保険制度を必ず申し出て
ください。

◆後期高齢者医療制度の被保険者（75歳以上等）は、退職後の健康保険の手続きは必要ありません。

私学事業団から送付される書類　【業務部 資格課】

国民年金の手続き

確認済

確認済

資格喪失が確認されると学校等を通して次の書類がお手元に届きます。
①資格喪失確認通知書
　➡国民健康保険等に加入する際の確認書類になります。
　　退職日の翌日が資格喪失日となります。
②年金等給付加入者記録票（70歳未満の加入者）
　➡将来年金を請求する際の加入者番号と加入期間が記録されているものです。大切に保管してください。
　　この記録票で本事業団の直営宿泊施設（４ページ参照）が加入者料金で利用できます。

　60歳未満の加入者が退職後、無職又はパート、自営業になる場合は、60歳未満の被扶養配偶者も併せて国民年金の
種別変更の手続きが必要です。市区町村の国民年金の担当窓口で、手続きをしてください。

私学共済制度の手続き

1
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共
済
業
務

私学事業団は、加入者及びその被扶養者のご理解とご協力のもと、マイナンバーカードの
取得促進に向けた周知やフォローアップに取り組んでいます。加入者及び被扶養者の皆様
には、積極的なマイナンバーカードの取得をお願いします。
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共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

「給付金等送金記録のお知らせ」を
送付します

　令和元年７〜12月までに学校法人等へ送金した短期給
付金等の内容を記載した「給付金等送金記録のお知らせ」
を１月下旬に加入者住所宛てに送付します。

【業務部　短期給付課】

口座送金・口座振替にご協力ください

　払出証書で給付金等を受け取っている学校法人等は、
給付金等の受け取りを確実にするため、「短期給付金・
貸付金・積立貯金受取金融機関口座等申出書 DL」により、
金融機関の預金口座への送金に変更をお願いします。
　また、掛金等及び貸付償還金を払込取扱票（払込通知
票）により納付している学校法人等は、「預金口座振替
依頼書・自動払込利用申込書」により、指定口座からの
自動引き落としができる便利な預金口座振替を利用して
ください。
　これにより、学校法人等の換金・納付の事務負担が軽
減されますのでご協力をお願いします。

【財務部　経理第二課】

確定申告用の書類を送付します

１　住宅貸付の借受者
　令和元年に住宅貸付を借り受けた人や、元年中に自己
の居住の用に供した人の「住宅取得資金にかかる借入金
の年末残高証明書」を、１月中旬に学校法人等宛てに送
付します。残高証明書は、確定申告により住宅借入金等
特別控除を受けるために必要となります。
　なお、残高証明書は「工事等完了届（様式第８号）」
の提出がないと発行されませんので、未提出の場合は速
やかに提出してください。
※�平成30年以前から住宅貸付を借り受け、自己の居住の
用に供していた借受者の残高証明書は、年末調整用と
して、令和元年10月17日に学校法人等宛てに発送しま
した。また、年末調整用の残高証明書を発行した後に、
任意償還等により年末残高や償還回数に異動が生じた
人には、異動後の残高証明書を１月中旬に学校法人等
宛てに送付します。� 【福祉部　貸付課】
２　任意継続加入者
　元年10月18日までに任意継続掛金の納付が確認された
人には、「令和元年分任意継続掛金納付証明書」を10月
29日に発送しました。10月19日以降に初めて当該年分の
掛金納付が確認された人には、「納付証明書」を１月下
旬に送付します。� 【業務部　掛金課】
３　年金受給権者
　老齢・退職の年金は所得税法上、課税の対象となりま
す。これらの年金を受給している人には、「令和１年分
公的年金等の源泉徴収票」を年金者向広報「共済だより」
第66号に同封して１月中旬に送付します。
　なお、在職中などで元年中に年金の支払いがなかった
人には送付しません。� 【年金部　年金第二課】

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします

　団体信用生命保険は、住宅貸付を借り受けている加入
者が償還中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険
会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度（任意加
入）です。安心してマイホームに住み続けるために、住
宅貸付を申し込む際にはぜひ加入してください。

【福祉部　貸付課】

６日（月）
掛金等  11月分納期限
貸付  送金
貸付  12月分定期償還期限

10日（金） 貯金  払込期限（必着）
15日（水） 貸付  ２月３日送金申し込み・任意償還申出締め切り
20日（月） 貯金  送金
22日（水） 貸付  送金

24日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
共済定期保険  口座・住所変更申出締め切り

28日（火） 掛金等  12月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  １月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（金） 掛金等  12月分納期限
貸付  ２月25日送金申し込み締め切り

３日（月） 貸付  送金
６日（木） 貸付  １月分定期償還期限
10日（月） 貯金  払込期限（必着）
14日（金） 貸付  ３月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

の共済業務スケジュール1

の共済業務スケジュール2
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INFORMATION （「月報私学」はホームページにも掲載しています）

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

「若手・女性研究者奨励金」へのご支援の
お願い

　私学事業団では、「若手・女性研究者奨励金」への寄
付金募集に取り組んでいます。
　「若手・女性研究者奨励金」とは、私立大学等に在籍
する若手研究者や女性研究者が自ら取り組む研究につい
て、研究機会の創設を図るための研究奨励金であり、わ
が国の未来を担う多様な人財を育成する観点から、これ
までの研究実績等に関わらず、特色あるチャレンジング
な研究を支援することを目的としています。
　本事業団では、本奨励金の趣旨にご賛同くださる皆様
からの寄付をお願いしています。
　また、寄付金募集の一環として、売り上げの一部が若
手・女性研究者奨励金への寄付となる「若手・女性研究
者奨励金寄付金付き自動販売機」の設置につきましても
皆様のご協力をお願いしています。
　私立大学等が取り組む多様で特色ある教育研究の発展
に資するため、「若手・女性研究者奨励金」に対する皆
様からのご支援をどうぞよろしくお願いします。
※�私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内▶寄付金〕
に若手・女性研究者奨励金の詳細について掲載してい
ますので、ぜひご覧ください。

　　　　　　　　　【助成部　寄付金課】　　　　　　　
� ☎03（3230）7316　　　　　　　
� Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

令和元年度版『今日の私学財政（大学・
短期大学編）』を送付しました

　平成31年度学校法人基礎調査にご協力いただいた大
学・短期大学を設置する学校法人に、令和元年度版『今
日の私学財政（大学・短期大学編）』（CD-ROM）を12
月末に送付しました。
　財務分析など学校経営の参考としてご活用ください。

「私学情報資料室」のご案内

　私学事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では
大学・短期大学法人の規程集などを学校法人のご協力に
より収集し、経営相談業務に活用させていただいています。
　また、各学校法人の相互利用の観点から、規程の改正
などの参考として学校法人の役職員を対象に閲覧に供し
ていますので、ご活用ください。

会計処理等のご質問・ご相談を
承っています

　私学経営情報センターでは、会計処理をはじめ、私学
経営全般にわたる事項についてご質問・ご相談を承って
います。ぜひご利用ください。
　また、お寄せいただいたご質問のうち、お問い合わせ
の多かったもの等については「経営実務Q＆A（本誌令
和元年12月号）」等に取りまとめております。その他の
ご質問につきましても、私学事業団ホームページ〔助成
業務のご案内▶経営支援・情報提供▶学校法人会計Q＆
A〕に掲載していますので、会計業務における参考とし
てご覧ください。

　　　　　� 【私学経営情報センター　私学情報室】
� ☎03（3230）7846～7848　　　　　
　　　� 　Ｅメール　center@shigaku.go.jp　

〜その１本が未来をつくる〜
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災害復旧事業に対する融資制度について
私学事業団では、被災された学校法人等の円滑かつ迅速な復
旧のための支援策として、災害復旧事業に対する低利融資制
度を設けています。

校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器備品の購入な
ど、一般の融資金利は以下のとおりです。施設設備の整
備の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（令和元年12月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％

0.70 0.50 0.304 0.403

寄宿舎などの
建築・用地取得 0.80 0.60 0.404 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.304

（5.5年以内）

0.303
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、1貸付契約当たりの融資額が
10億円以上の場合にご利用いただけます。また、木造建築については、対
象となりません。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

◆融資条件（令和元年12月現在）

融資費目 対象となる事業
返済期間
（据置年数
含む）

融資金利

災害復旧費
（特別災害）

激甚災害に指定され、国か
ら補助金の交付を受ける災
害復旧事業（施設・設備等
の原形復旧）

25年
以内

年％

0.20

災害復旧費
（一般災害）

特別災害以外の災害復旧事
業（施設・設備等の原形復旧）

20年
以内 0.20

教育環境整備費
（災害復旧経営資金）

激甚災害（本激）により被
災し、被害の程度の著しい
学校法人の円滑かつ迅速な
復旧のため、緊急に必要な
資金

７年
以内 0.001

※�本事業団の借入金の償還金（利息、延滞金を含みます）を滞納している法人、紛争、
法令違反などの状態にある法人等は、原則として対象とはなりません。

融資部融資課　☎03（3230）7862～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

融資事業のご案内

宿泊施設のご案内 加入者の予約は公式ホームページ
予約が断然お得です！

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm
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冬のお得なプラン
空気が澄み切ったこの季節は、相模湾から望む富士山を最も雄
大に見ることができます。青く美しい葉山海岸の散策を楽しん
でみてはいかがでしょうか。

１泊２食（２名１室／１名様）9,000円～
取扱期間：令和２年１月６日～３月 10日
※１名１室利用の場合は、１泊につき 1,000 円の割増となります。

冬の四季彩プラン
夕食を「京おばんざい会席」、「京会席」、「フレンチコース」
からお選びいただけます。
趣ある冬の京都でゆったりと食事をしませんか。
１泊２食
スタンダードツイン　（２名１室／１名様）11,500円〜
スタンダードシングル（１名１室／１名様）12,000円〜
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
※�上記料金は 3月 14 日までの料金です。3月 15 日以降の料金はお
問い合わせください。
※�夕食は追加料金（2,000 円、5,000 円）でグレードアップができ
ます（京おばんざい会席を除きます）。
※別途、200円の京都市宿泊税が必要になります。

〒602-0912　京都市上京区烏丸通り下長者町上ル龍前町605番地
☎075（411）0111（代表）　JR「京都」駅から地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車、
徒歩約８分　https://www.hotelgp-kyoto.com/

月報私学　1月号（VOL.265）令和2年1月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7809～7811（企画室）

（禁無断転載）　

葉山から望む富士山

〒240-0116　神奈川県三浦郡葉山町下山口2040-1
☎046（875）7300　JR「逗子」駅からバスで「長者ヶ崎」下車、徒歩約３分葉　山　 相

そう

　洋
よう

　閣
かく

京おばんざい会席（イメージ） フレンチコース（イメージ）




